
・データロガーとしての�


��された����で��された��のデータをリアルタイムにExcelシートに "#みます。

() 200,000*までのデータが-.して"り#めます。

W32-DMM6500MPX (10ch)では、<=スキャナカード をF
してGチャンネルのK�がLNです。

・OQRSへの�


UK�Vを"りYえながら、�々のデータをExcelシートに"#みます。

スタートすると、ﾌｧﾝｸｼｮﾝ･
K�ﾚﾝｼﾞ･ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞopを
q�したr、��されたｻﾝ
ﾌﾟﾘﾝｸﾞ����で、��さ
れたサンプル�のデータを
"#みます。uvならwy
�zもy|することもがきま
す。

Excelシートに"#んだデータは、キーボードから��したデータと�じように、
Excelの�Nを�
して、��・��・���を��に�うことができます。
また、��にデータが"#まれる��をExcelのグラフウィザードでq�しておけ
ば、データ"#とグラフ¢がリアルタイムに�えます。
※¤アドインに�¥グラフ���Nはありませんので、Excelのグラフウィザードを
F
して��してください。

��

��

���	
���からデータの��を��します。

「PAUSE」を�に�してから「START」を�す

とスポット��モードになります。

��ファンクションを)�します。

DCV, DCI, ACV, ACI, 2W , 4WΩ Ω

TEMP(TC), TEMP(RTD), TEMP(THER)

FREQ, PERIOD, CAPacitance, DIODE, CONT

から/0 。します

��レンジをAUTO/MANUALで78えます。

AUTOのﾁｪｯｸを>すとレンジ?@Bテキスト

ボックスがYれますからレンジをキーボードか

ら?@します。[\な]を?@する_`はあ

りません。?@された]にklmい１つrの

レンジに)�されます。

トリガvwを)�します。

「FREE RUN」は、��yもFREE RUN{|を

}~します。

「From PC」は、�����にパソコンが��

�にトリガを��します。���はHOLD{|

になります。

��yは「��」、ポーズyは「��」、��yは

「��」となります。

��のトリガディレイ��を?@します。

��は、��または「0」を?@します。

データの��をk�y�します。もうk�ｸﾘｯｸすると、

��を��します。

スキャナ��ですスキャンがk�してから��します。

データの��を��します。

��y、����が2 ¡rの�、サンプリングまでの

¥り��をカウントダウンします。

��y、��の¥り©ªを«¬します。

「PAUSE」y、­®となり、ｸﾘｯｸする�にデータを�り�

みます。 スポット��モードでは、データの��に°B

します。

「PAUSE」ボタンを�にクリックして、その²「START」ボタンをクリックすると「スポット��モード」になります。 マルチメータの)�が·われた²、「SPOT」ボタンの

クリック¹ちとなります。 「SPOT」ボタンをクリックする�にデータがExcelシートに��まれます。 この�「SPOT」ボタンをクリックする¾わりに「スペース」キーを�し

てもÀÁのÂÃとなります。 この「スポット��モード」では、「ÄÅ��」の�には1,2,3...と「ÉÊlË」が?@されます。

Ìえば、Î��Ïを�り8えながら、Ð々のÎ��Ïの��を·うÒÓにÔÕです。 「スポット��モード」をÖ×するためには、「STOP」ボタンをクリックします。

サンプリングレートを)�します。

FAST=NPLC 0.01

MID=NPLC 1

SLOW=NPLC 10

スポットK�モードのF
­®

アベレージングÜÝをONにし、そのÞßを)�しま

す。

à１) á ソフトでサポートされていない)�âãは、äåにæçにて���を)�しておいてください。

à２) � ��のGP-IBコマンドをSCPIに)�してください。(ïðñò)

¯)K�°¤±のトレースデータを"り³す�Nはサポートしておりません。

スキャナカードを°Bして��するÒÓに

チェックをôけます。

のÒÓだけのÜÝです。W32-DMM6500MPX

���áùで)�したGP-IBアドレスとÀじ]を)�

します。
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¤プログラムはExcel´のアドインと
して¥�します。Excel´から¤アドイ
ンをµ¥すると、Excelシート´に、この
ウインドウが¶われます。
ﾌｧﾝｸｼｮﾝ,K�レンジ,����,"#
*��をq�し「START」ボタンをｸﾘｯｸ
するとデータの"り#みをÀÁします。

W32-DMM6500/DMM6500MPX ケースレー

DMM6500
デジタルマルチメータ

DMM6500

DMM6500は、ケースレー のüýです。þ

��できる��

W32-DMM6500 -MPX N

W32-DMM6500 -RMPX

W32-DMM6500-R

W32-DMM6500-N

QÃ GP IB- ボード ÇÈ ¥�ÉÊ

125,000

Windows
8.1/10/11
(64bit )×
Excel2013/2016
Excel2019/2021
Excel2024
(32bit Only)×

NIÿ

NIÿ
290,000


SCANNER

スキャナ
ÜÝ

スキャナ
ÞÜÝ

ラトックシステムO

ラトックシステムO

���を�� �の)�Þßに�します。ON

��の����を?@します。
また、��から��にサンプリングを��するまでの
¹ち��を?@します。

ダブルクリックして	
?@âãを7り�えます。
・������ ・ ����までの¹ち��



ータを��む©ªを��します。�し、「STデ
OP」ボタンでいつでもy�できます。また、�も
?@されていないときは、200,000©と��され
ます。?@できる��©ªは、200,000©です。

�ての��Þßを}�、または�み�み

ます。

>����のデータをÀ�に��みます。

(ïðñò)

��データを�ª��して、そのÂÃをExcelシート

に?@します。

	
��が«¬されますから、�ªA,Bとその��

ÂÃの  を?@してください。

�!のデータ���、��âã"#のヘッダをô%し

ます。

データに&ô�'をô%します。

データの?@と(にシートをスクロールします。

����²のÄÅ��をô%します。

��の��

���・��の��

��のファンクションで

「 」「 」「 」「 」「 」FREQ PERIOD CAPacitance DIODE CONT

から/0します。

��する�*レンジを)�します。
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��]をセルに?@する�、k,、セル

の-.を「ý/」に)�した²、データを

セルに?@します。

��]をExcelへ?@する�の  を)�します。

「�]」は、��ファンクションにより「V」「A」または

「Ω」の  で?@します。

「�ª��」を­®にしたÒÓは、この)�は23

されます。

��は、��です。

��データが、ここで?@した��または·

ªに45すると、データ?@ 6がïの7

へ8çします。

ダブルクリックで��(9)と·ªの7り�えを

·います。

:�]を?@します。

「  ¾8」「�ª��」²の

]に;して:�が·われます。

<;]��を にします。ON

この「 」ボタンを にすると、「 」SET ON START

ボタンが「 」に¾=され、「 」Set ZERO Set ZERO

ボタンをクリックすると、 ©だけ��を�·し、1

その���が<;]��の>/]として)�

されます。

「 」?�;、TEMP(TC)

「 」�@ABùTEMP(RTD)

「 」サーミスタTEMP(THER)

から/0します。

?�;( J,K,T,B,E,N,R,S )

@�の  を/0します。 C,F,K( )

TC( )áâÜ RTD Kãäå±( ) THERMISTOR( )サーミスタ

4wireRTD
3wireRTD
2wireRTD

PT100
PT385
PT3916
D100
F100

THERMISTOR 2252Ω
5000Ω

Ω10000



K�をÀÁする�に、「 」を「 」にq�します。Command Set SCPI

Communicationから、 タブをíîし、GPIB
をïðします。GPIB Address

Model2000-SCAN スキャナカードを��した��!"

��するチャンネルにだけにチェックをôけます。

��チャンネルはÉÊしている_`はありません。

��ファンクションを)�します。Gチャンネル�にHなったファンク

ションの)�がLÝです。

1～5 では、４OPAB��の/0がLÝですが、４OPAB��をch

/0すると、その;になるチャンネルの°Bはできなくなります。 Ì え

ば、 を４OPAB��に)�すると は°Bできなくなります。ch-2 ch-7

「 リレーカードF
」にチェックをyけると、óôõöが÷øされますから、スキャンK�のùúをq�します。「リレーカードF
」チェック
がyいたûüからóôõöを÷øするためには、ýþチェックをÿしてから�pチェックをyけます。
� チャンネルのK�ファンクション�のサンプリングレイト やアベレージング、オートレンジ�のK�ùúは�ページの(FAST,MID,SLOW)
�ファンクションq�õöで��にq�しておいてください。

Gチャンネルの��]に��RSを·った²、 への?@を·うExcel

ÒÓは「��」にチェックをつけ、「�ª 」「�ª 」「  」にT7な]A B

を?@します。

への?@] ��] �ª �ªExcel = ( - B ) * A

スキャナカードにTC-SCANを°Bするときにチェックをôけます。

TC-SCANでは、CH-1をV@��に°Bするため��に°Bできません。

¯ だけの�Nです。)W32-DMM6500MPX

W32-DMM6500MPXだけの�Nになります。
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INPUTSENSE

HI

LO

2000-SCAN Scanner  Card

DUT

DUT

DUT

Model 2000
MultiMeter

Ch-1

Ch-3

Ch-4

Ch-5

Ch-6

Ch-7

Ch-8

Ch-2

４�
K�の��

４�
K�の��

は、この「 」SENSE

ラインを�|��

します。

２�
K�の��

は、この「 」INPUT

だけを��します。

２�
K�の��

２�
K�の��

４�
K�

２�
K�

スキャナカードの#$%

2001-TCSCAN (Ch-1 )はF
できません 2001-TCSCANの"y



&'��( マルチメータ8 の:�!"( )

>����とはGP-IBでパソコンとWÊされている_`があります。(	X)

>����から�られてくるデータのフォーマットは、ASCIIであり、[ªのデータのÒÓ(Max10Ð)、データ�はコンマで\7られている_`が

あります。

à)�ての���との��を}]するものではありません。

もし、>����からデータを^け�る�、クエリーコマンドをäåに��する_`がある�、ここに��する
クエリコマンドを?@します。ほとんどのÒÓ、��でOKです。
もし、マルチメータがSCPIコマンド/bのものでしたら、	
のコマンドのどれかが°Bされます。
:READ?       :FETCH?     :MEAS?

>����のデータ^��にトリガが_`な�、チェックをつけます。

>����のGP-IBアドレスを)�します。

�り�んだデータに、	
��を·った²、Excelへ?@します。
Excelへの?@] = ( ���データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへ?@するäâをここに?@します。
��のÒÓ、「>����」が?@されます。

����åに、���に��するコマンドがあるÒÓは、ここに?@します。 ファンクションやレンジ78えのコマンド

を?@します。 ��は��です。

���のデリミタを)�します。��は、LF+EOIです。

「GET」,「"*TRG"」,「ijコマンド」からトリガのvwを/0します。

��は、「GET」の/0をします。

「ijコマンド」を/0したÒÓは、トリガコマンドをテキストボックスに?@します。

>����のデータに��RSを·うときにチェックします。 [ªのデータが^�されたÒÓは、その�ての

データに、	
に?@した��が·われます。

パソコン

Model
2000

GP-IB

>����

スキャニングK���の�
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>����のデータをª]としてlうか、mnしとてlうかの

/0を·ないます。��は、「ª]データ」に)�します。

>����から[ªのデータが��されるÒÓ、データの

\7りmnを��します。kopには、「コンマ」が°Bされ

ます。


